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な方法の問題点を明らかにするとともに、これまでの知見を統一的に扱える新しい数理モデルを提案している。 
 「報酬の価値割引」という現象の定義とこの分野の研究課題が整理された第１章に続いて、第２章では、価
値割引の過程を記述するために経済学において用いられてきた指数関数と心理学から見いだされた双曲線関数
の妥当性の議論が展開されている。議論の展開は明快であり、「価値割引」過程を扱う数理モデルに関する適切
な理論的考察になっている。 
 第３章では、遅延割引に関するヒトと動物を対象にした、これまでの先行研究を批判的に検討し、用いられ
た質問紙や実験手続きなどの実証的方法の効用と限界や、この限界の解決策の具体的提言などがまとめられて
いる。 
 第４章では、経済学、心理学、生物学の各領域で展開されている、確率による報酬の価値割引の問題、遅延
時間と確率の機能的等価性の問題や、遅延割引と確率割引過程の共通性の問題など、次の第５章で取り上げる
実験のテーマを提示している。ここでの議論は、筆者の分析力と統合力が十分読み取れる論考になっている。 
 第５章では、ラットを被験体としたオペラント条件づけにもとづく選択行動研究の手続きによる実験的研究
から、拡張された修正双曲線関数モデルの方が妥当であること、遅延報酬と確率報酬では、報酬量効果の現れ
方が異なることなどを明らかにしている。特に、動物（ラット）においても、ヒトと同様な、遅延割引におけ
る報酬量効果が確認されたことは新たな発見といえる。 
 第６章「総合考察」では、第５章の実験から得られたデータを整合的に説明するため、単位時間当たりの報
酬量の高い選択肢への選好を前提に、各時間成分について双曲線関数にもとづく割引過程を想定した新たな報
酬密度モデルが提案された。 
 このように、本論文は、経済学と心理学にまたがる価値割引研究を十分に咀嚼・吟味し、理論的分析と実験
的分析を通して、新たな数理モデルの提案とその妥当性を論証しており、今後の価値割引研究の方向を示唆す
る優れた論考になっているといえる。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
